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【本プロジェクトの目的】 
 

地域の病院と大学（教員及び学生）が連携し、子どもや保護者
が安心して治療を受けることのできる病院（小児科外来）の治
療・療育環境の改善及び整備を目指す。子どもや保護者の治
療への心的負担を軽減すると共に、病院内の医療スタッフ（医
療、看護師、保育士）の医療環境への悩みも加味しつつ、市民
が利用しやすい病院の治療・療養環境の整備に取り組む。 
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【対象及び方法】
静岡赤十字病院・小児科外来の壁面制作 
 

【組織】
以下の通り 
 

組織】
以下の通り

静岡大学教育学部 美術教育及び美術・デザイン学生有志 
教育学研究科 学校教育研究専攻 美術教育専修学生有志
地域創造学環 アート＆マネジメントコース学生有志 約20名 
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【計画】 
以下の①～⑦の通り。本プロジェクトでは、③～⑦を実施。 

手順 内 容 対 象 時期 

① 
先行研究及び他施設の視察、静岡赤十字病
院への視察 

大学教員と大学生 
平成27年度～ 
平成28年3月 

② 病院内の壁面制作アイデア検討 大学生 
平成28年1月～ 
7月 

③ 病院でのプレゼンテーション（３案） 
病院スタッフ、大学教員、 
大学生 

平成28年8月初
旬 

④ 壁面制作アイデア決定及び修正 
病院スタッフ、大学教員、 
大学生 

平成28年9月-
12月まで 

⑤ 壁面制作 大学生 
平成29年1月～
平成29年4月 

⑥ 
静岡大学附属図書館での成果発表・パネル
及びギャラリートーク 

大学教員、大学生 平成29年2月 

⑦ 報告書作成 大学教員 
平成29年2月中
旬 

→平成28年度「静岡大学地域連携応援プロジェクト」での取り組み内容 



子どもは病院や 

先生のことを

こわいと思っている 

心的な不安を抱え
て病院に来ている 

待ち時間を退屈に 

感じてしまう 
親子での関わりが

少ない 
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壁面装飾を活用した空間づくりには・・・  

 

不安な気持ちや緊張を解消することで  

子どもの気持ちを安心させる効果が  

期待できる。  
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•子どもにとって 
病院の待合室という空間に対する従来のマイナスイメー
ジを払拭することで緊張や不安をやわらげるための新たな空間
をつくること 
 

•病院で働くスタッフの方々にとって  
明るく優しい気持ちになることで働きやすくなるような空間をつくる
こと 



relaxed communication image smile 
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採用案 







下描き トレース 彩色 

制作過程について 



完成 



完成 



中日新聞 2017.3.23 



静岡新聞 2017.3.18 



静岡大学附属図書館ギャラリー 
2017.2.24 15：00～ 
上記の日程でギャラリートーク実施 
 



まとめ及び課題 

• 楽しさが生まれる空間づくりの可能性を互いに考え実現した。 

• 地域の課題や思いを共有し協働することを通して、地域が抱えている課
題を発見すると共にお互いの思いを受け止めた上で、関わり方や解決プ
ロセス及び方法を検討するきっかけとなった。 

• 地域の医療（病院・小児病棟）と教育の役割や願いを共有し実現する中
で、新たな思いをつないでいく機会となった。 

• 病院が抱える課題解決の方法の例（モデルケース）を示せた。 

 

 
• 「もの（壁面）」の制作のみにとどまらず、「もの（壁面）」を活用して今後ど
のような「こと」を生みだしていくのかを考える必要がある 

• キッズルームなどの更なる環境整備の実現など 

 

● ● ● ● 
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